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ご　あ　い　さ　つ

群馬県NIE推進協議会　栗　原　幸　正
（高崎健康福祉大学人間発達学部　教授）

　コロナ禍という長く暗いトンネルに光明が差し始めた令和４年度は、日本全国でポストコロ
ナを目指した教育活動が再稼働し始めた１年と位置づけることができるのではないでしょうか。
令和４年８月４日、５日に開催された第27回NIE全国大会宮崎大会においては、２日間にわたっ
て対面での大会が久しぶりに開催され、２日目には宮崎県の児童・生徒による研究授業を基に
した分科会が行われ、熱い協議が繰り広げられました。宮崎県のNIE教育関係者の高い教育へ
の意識に支えられた大会の開催により、NIE教育再稼働の鮮烈な息吹を印象づけたことは言う
までもありません。群馬県においても、感染者や濃厚接触者が高止まりする中で、NIE教育に
関わる先生方が、徹底した感染防止策を講じて、ますます重要性が高まるNIE教育の推進に真
摯に取り組まれておられたことは、この集録に掲載された令和４年度に生み出された多様な実
践成果をご覧になれば一目瞭然かと思います。「コロナに負けない」を合言葉に、NIE教育を手
がかりにして、ポストコロナの教育活動の再稼働に向けてご尽力いただいた群馬の教員の皆様
方に心より感謝の言葉を申し上げたいと存じます。本当にご苦労様でした。そしてありがとう
ございました。
　さて、コロナ禍の中で、情報メディアの真価が問われる状況が訪れ、さらに欧州における社
会情勢がプロパガンダやフェイクという情報の持つ危険性を私たちに突きつけたのも令和４年
度でした。それは、ネット社会の怖さを私たちに強く印象づけることとなり、情報の信頼性や
確実性が大きく揺らぐ状況へと陥ってしまったと言わざるをえません。また、令和５年度に入
るや否や、チャットGPTというAIが私たちの「考える」という人間にとって最も重要な側面に
影響を与える事態が浮上してきております。まさに、情報の受け手側の私たち一人一人が情報
を「考える」ことが大変重要になってきていると言えるでしょう。
　しかしながら、昨年度の挨拶文でも記述したとおり、情報の真偽を「考え」「吟味」する力は、
一朝一夕に育成できるものではありません。新聞の存在意義を再確認し、子どもたちの情報を
読み取り、吟味する力を育成するためには、継続したNIE教育の推進が不可欠と言えます。令
和４年度に実践された、実践指定校のNIE教育の充実に向けた取り組みは、次世代を担う子ど
もたちの育成に向けて大いに貢献していると言えると考えます。
　令和４年度は、実践指定校として、小学校５校、中学校２校、義務教育学校１校、高等学校
１校に、質の高いNIEの実践を繰り広げていただきました。特に注目に値するのは全ての学校が、
児童生徒に新聞とどう出合わせるかについての方法や内容を熟慮し、それを基に日常的・継続
的にこれまでの教育内容にNIE教育をどのように組み込めば効果的なものになるのか、を授業
を通して模索し続けてくれたことです。まさにそれは「当たり前のNIE教育とは何か」を問うと
いう、ポストコロナにおけるNIE教育の門出に他ならない実践の数々と言えるでしょう。１年間
にわたりご協力いただきました関係新聞各社をはじめ、明日の日本を創るNIE教育の実践に挑
戦していただいた各学校の先生方や児童生徒、そして保護者や地域の皆様方に、心よりお礼申
し上げる次第です。
　今後も、NIE教育に係る授業づくりをサポートする本協議会の活動がより広く、より意義深く
なるよう取り組んで参りたいと思っております。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。



主体的、対話的に学ぶ児童の育成
～NIEを通した思考力・表現力の育成～

安中市立後閑小学校
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自分の考えをもち、共に学びを高め合う児童の育成
―新聞を活用した授業や新聞への投稿を通して―

安中市立松井田小学校　報告者　　　上原　久志　富田　彩子　山内　　隼
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板倉町立西小学校　　　渥美　愛花
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「自他を認め、協働的に取り組む児童生徒の育成」を目指すためのNIEの活用
～交流し・協働し、広い視野をもつための活動を通して～

太田市立北の杜学園　　　小須田美枝子
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新聞を活用して学ぶ児童の育成（指定１年目）
―新聞に親しみ、活用する実践をとおして―

邑楽町立長柄小学校　　　山本　裕美
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教育活動を充実させるための手段としてのNIEの活用
館林市立第二小学校　　　川口　　舞
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新聞に親しみ、様々なことに関心を持ち自分の考えを表現できる生徒の育成
甘楽町立甘楽中学校
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主体的に学びに向かう生徒の育成
～新聞記事を活用して、自分の考えをもち、互いに深め合う～

沼田市立薄根中学校　教諭　　　新井久仁美

−34−



−35−



−36−



−37−



−38−



−39−



NIE実践報告書
学校法人群馬常盤学園　常磐高等学校

−40−



−41−



−42−



−43−



−44−



2023年６月発行

群馬県ＮＩＥ実践報告書
2022（令和４）年度

027‒254‒9933 （編集局代表）
http://www.gunma-nie.org


